
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 未来に夢や希望をもち、自他の生命を大切にし、意欲的に生きていくための
道徳的実践力を養う。 

○ 日常生活におけるさまざまな体験活動を通して道徳的態度と実践意欲の向
上を図る。 

○ 自然愛や郷土愛の育成をめざし、道徳的心情を豊かにする。 
○ 集団の一員であることを自覚させ、道徳的判断力を高める。 
○ 平和的な国際社会に貢献できる主体性のある日本人を育成する。 

 

＜１年生では＞ 明るく元気に挨拶をし、友だちと仲良く遊ぶ。 

＜２年生では＞ 自分のことは自分でし、友だちを思いやり仲良く助け合う。 

＜３年生では＞ 思いやりの心を大切にし、進んできまりを守る。 

＜４年生では＞ やろうと決めたことは何事も最後までやり遂げるようにする。 

＜５年生では＞ 集団の一員としての自覚をもち、自分で考えて行動できるようにする。 

＜６年生では＞ 進んで集団のために行動し、生命の尊さを理解する。 

＜松原学級では＞ 明るく元気に挨拶や返事をし、友だちと仲良く助け合えるようにする。 
 
 
 

 

 

 

○ 登下校の時、声を掛けてくださっ

てありがとうございます。通学班長と

して頑張っている子を見掛けました

ら、褒めてあげてください。 

 

○ ご家庭でもいろいろな役割を与え

て、「家族の役に立つことができ

た。」という思いをたくさんもたせてく

ださい。 

 

 

記入例 

＜家庭・地域の声＞ 

・ 「６年生の子がリーダ

ーとして頑張ってくれ

た」、「楽しかった。」、

「知らない子と仲良し

になった。」、「次は何

をして遊ぶのかな。」

など、子どもと学校の

ことについての話すこ

とが増えました。 

 

きずなづくり （なかよし班活動：異年齢集団活動） 

＜子どもたちの声＞ 

・  １年生がいろいろ聞い

てきて頼りにしてくれてう

れしかったです。 

・  他の班の子たちが本

当に楽しそうに遊んでく

れてよかったです。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 


